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(57)【要約】
【課題】複数のフレームレートに対応して表示パネルを
駆動する表示装置を提供する。
【解決手段】データ線２１１とゲート線２１２との交差
部に接続された画素２１３からなる表示パネル２１と、
複数本のデータ線２１１を順次選択して画素２１３に映
像データを供給するデータ線ドライバ２２とが設けられ
たパネル基板２０を備える液晶型表示デバイス１であっ
て、フレームレートに応じてＭ本の信号線Ｓｉｇ１～Ｓ
ｉｇＭを選択して映像データを伝送するコントロールド
ライバ１０を備え、パネル基板２０には、Ｎ本の各信号
線Ｓｉｇ１～ＳｉｇＮを切換回路群ＳＷを介してデータ
線２１１と接続する接続部２２３が設けられ、データ線
ドライバ２２は、フレームレートに応じて接続部２２３
の切換回路群ＳＷを制御して映像データが伝送されてく
るＭ本の信号線Ｓｉｇ１～ＳｉｇＭをデータ線２１１と
接続して映像データを供給する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一の方向に連続して並んだデータ線と他の方向に連続して並んだゲート線との交差部に
接続された画素からなる表示パネルと、該表示パネルの一の方向に連続して並んだ複数本
のデータ線を順次選択して、該選択した複数本のデータ線に接続された画素に映像データ
を供給するデータ線ドライバとが設けられたパネル基板を備え、外部から入力した映像デ
ータが示す映像を表示する表示装置において、
　合計Ｎ（Ｎは自然数。）本の信号線を介して上記パネル基板と接続され、上記映像デー
タのフレームレートに応じて該Ｎ本の信号線のうちＭ（Ｍは、Ｍ≦Ｎを満たす自然数。）
本の信号線を選択して、該選択したＭ本の信号線を介してＭ相の映像データを該パネル基
板に伝送する制御手段を備え、
　上記パネル基板には、上記制御手段と接続されたＮ本の各信号線を切換回路を介して上
記データ線と接続する接続手段が設けられ、
　上記データ線ドライバは、上記映像データのフレームレートに応じて、上記接続手段の
切換回路を制御して上記映像データが伝送されてくるＭ本の信号線を上記データ線と接続
し、上記表示パネルの一の方向に連続して並んだＭ本のデータ線を順次選択して該選択し
たＭ本のデータ線に接続された各画素にＭ本の上記信号線を介して伝送されてくる各映像
データを供給することを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　上記接続手段は、上記制御手段と接続された各信号線を合計Ｋ（ＫはＫ≦Ｎを満たす自
然数。）本に分岐させ該分岐させた各信号線をそれぞれ切換回路を介して上記一の方向に
Ｎ本置きに並んだ上記データ線と接続して、該制御手段と接続された各信号線から供給さ
れる映像データを該一の方向にＮ／Ｋ本置きに並んだ上記データ線に供給するように複数
の該切換回路を上記パネル基板に設けたものであり、
　上記データ線ドライバは、上記映像データのフレームレートに応じて、Ｎ／Ｍ＝Ｌ（Ｌ
は、Ｌ≦Ｋを満たす自然数。）を満たすＭ個の信号線から伝送されてくる映像データに対
して、上記接続手段が各信号線毎に接続されたＫ個の切換回路のうちＬ個の切換回路を電
気的に接続し、上記一の方向に連続して並んだＭ本のデータ線を順次選択して該選択した
Ｍ本のデータ線に接続された各画素にＭ本の上記信号線を介して伝送されてくる各映像デ
ータを供給することを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項３】
　上記表示パネルには、上記一の方向として水平方向に連続して上記データ線が設けられ
ており、
　上記制御手段は、水平方向に並んだ上記映像データの表示タイミングを示す水平期間開
始信号と該水平期間開始信号の基準クロックを示す水平方向クロック信号とから上記映像
データのフレームレートを検出する検出手段と、該検出手段が検出したフレームレートに
応じて、上記データ線ドライバが映像データに応じて上記画素に供給する駆動電圧を生成
するための対向電極電圧値を補正する補正手段とが設けられていることを特徴とする請求
項１記載の表示装置。
【請求項４】
　上記表示パネルには、上記一の方向として水平方向に連続して上記データ線が設けられ
ており、
　上記制御手段は、水平方向に並んだ画素に書き込む上記映像データの表示タイミングを
示す水平期間開始信号と、該水平期間開始信号の基準クロックを示す水平方向クロック信
号とから上記映像データのフレームレートを検出する検出手段と、該検出手段が検出した
フレームレートに応じて上記映像データが示す映像のガンマ値を補正するように該映像デ
ータを補正する補正手段とが設けられていることを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、一の方向に連続して並んだ複数のデータ線と他の方向に連続して並んだ複数
のゲート線との交差部に接続された複数の画素からなるパネル、いわゆるアクティブマト
リクス型の表示パネルが設けられたパネル基板を備える表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　アクティブマトリクス方式で映像表示を行う表示パネルは、水平方向から画素を選択す
るスイッチを有するゲート線と、垂直方向から映像データを書き込むデータ線を有する。
各データ線は、データ線ドライバを介して、コントロールドライバから映像データが伝送
される信号線と接続されている。データ線ドライバは、信号線を介して伝送されてくる映
像データをどのデータ線に供給するかを選択している。
【０００３】
　以上のような構成からなる表示パネルにおいて、例えばアモルファスシリコンを用いた
直視型液晶表示パネルを備える表示装置では、１本の信号線に対応した１本のデータ線が
接続されている。
【０００４】
　これに対して、低温ポリシリコン、高温ポリシリコン、単結晶シリコンを用いた液晶表
示パネルや有機ＥＬ表示パネルでは、ゲート線の選択を制御するゲート線ドライバと上述
したデータ線ドライバを組み込むことができる。このようなドライバが組み込まれた表示
パネルでは、データ線ドライバを介して１本の信号線により伝送される映像データを複数
のデータ線に振り分けることができる。このような表示パネルでは、信号線の本数分の映
像データを、各データ線に接続された画素に同時に書き込むことができる。
【０００５】
　以上のような構成を有する表示パネルでは、近年、表示装置の単位時間当たりのフレー
ム書換回数を増やして、増加分のフレームに時間軸方向に前後するフレームの映像を補間
したり、増加分のフレームに黒画面を挿入したりすることで、動画表示時に特有の動きぼ
けなどの視覚特性上の劣化を低減する技術が広く用いられている。
【０００６】
　このため、透過型及び反射型を含めた液晶表示パネルや有機ＥＬ等のアクティブマトリ
クス型などの表示パネルでは、１秒当たり書き換えるフレーム数を示すフレームレートを
従来の６０［ｆｐｓ］から１２０［ｆｐｓ］以上に移行していく傾向がある。以下では従
来の６０［ｆｐｓ］の駆動方式を６０Ｈｚ駆動方式と呼び、１２０［ｆｐｓ］以上の駆動
方式をＨＦＲ（Ｈｉｇｈ　Ｆｒａｍｅ　Ｒａｔｅ）駆動方式と呼ぶ。
【０００７】
　ここで、６０Ｈｚ駆動方式及びＨＦＲ駆動方式の表示パネルに対する需要が混在するた
め、６０Ｈｚ駆動方式に対応する表示パネル及びＨＦＲ駆動方式に対応する表示パネルを
、個別にそれぞれ開発しなければならないという問題がある。
【０００８】
　このような複数のフレームレートに応じた駆動方式に対応して表示パネルを動作させる
手法の一つとしては、ＨＦＲ駆動方式に対応するため６０Ｈｚ駆動方式の既存のデータ線
ドライバの数を２倍に増設したり、既存のデータ線ドライバに対して動作周波数を２段階
で切り換えることが考えられるが、コストの面から実現が困難であった。
【０００９】
　なお、同一のフレームレートで消費電力が異なる複数の駆動方式に対応して表示パネル
を動作させる手法として、例えば特許文献１には、Ｎ本のゲート線のうちＫ本を表示状態
として表示を切り替え、残りの（Ｎ－Ｋ）本のデータ線を非表示状態として消費電力低下
を実現した表示装置が記載されている。
【００１０】
【特許文献１】特開２００１―２２２２６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【００１１】
　本発明は、このような実情に鑑みて提案されたものであり、複数のフレームレートに対
応して表示パネルを駆動する表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上述した課題を解決するための手段として、本発明に係る表示装置は、一の方向に連続
して並んだデータ線と他の方向に連続して並んだゲート線との交差部に接続された画素か
らなる表示パネルと、該表示パネルの一の方向に連続して並んだ複数本のデータ線を順次
選択して、該選択した複数本のデータ線に接続された画素に映像データを供給するデータ
線ドライバとが設けられたパネル基板を備え、外部から入力した映像データが示す映像を
表示する表示装置であって、合計Ｎ（Ｎは自然数。）本の信号線を介して上記パネル基板
と接続され、上記映像データのフレームレートに応じて該Ｎ本の信号線のうちＭ（Ｍは、
Ｍ≦Ｎを満たす自然数。）本の信号線を選択して、該選択したＭ本の信号線を介してＭ相
の映像データを該パネル基板に伝送する制御手段を備え、上記パネル基板には、上記制御
手段と接続されたＮ本の各信号線を切換回路を介して上記データ線と接続する接続手段が
設けられ、上記データ線ドライバは、上記映像データのフレームレートに応じて、上記接
続手段の切換回路を制御して上記映像データが伝送されてくるＭ本の信号線を上記データ
線と接続し、上記表示パネルの一の方向に連続して並んだＭ本のデータ線を順次選択して
該選択したＭ本のデータ線に接続された各画素にＭ本の上記信号線を介して伝送されてく
る各映像データを供給することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明は、データ線ドライバが、映像のフレームレートに応じて、接続手段の切換回路
を制御して映像データが伝送されてくるＭ本の信号線を複数の各データ線と接続し、表示
パネルの一の方向に連続して並んだＭ本のデータ線を順次選択して、選択したＭ本のデー
タ線に接続された各画素に、Ｍ本の信号線を介して伝送されてくる各映像データを供給す
るので、複数のフレームレートに対応して表示パネルを駆動することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について、図面を参照しながら詳細に説明す
る。
【００１５】
　本発明が適用された表示装置は、一の方向に連続して並んだデータ線と他の方向に連続
して並んだゲート線との交差部に接続された画素からなる表示パネル、いわゆるアクティ
ブマトリクス型の表示パネルが設けられたパネル基板を備える表示装置である。以下では
、このような表示装置の一例として、図１に示すような液晶型表示デバイス１を用いて本
発明を実施するための形態を説明する。
【００１６】
　液晶型表示デバイス１は、対向した基板間に狭持させた液晶に電圧を印加して駆動させ
ることによって映像を表示する液晶型表示パネルを備えるデバイスであり、図１に示すよ
うに、外部から入力される映像信号に対して所定の映像信号処理を施す制御手段として、
コントロールドライバ１０を備える。また、液晶型表示デバイス１は、水平方向Ｈに連続
して並んだ複数のデータ線２１１と垂直方向Ｖに連続して並んだ複数のゲート線２１２と
の交差部に接続された複数の画素２１３から構成される表示パネル２１と、表示パネル２
１のデータ線２１１に接続された画素２１３に映像データを書き込む制御を行うデータ線
ドライバ２２と、ゲート線２１２の選択を制御するゲート線ドライバ２３とが設けられた
パネル基板２０を備える。
【００１７】
　コントロールドライバ１０は、映像データを伝送するための合計Ｎ（Ｎは自然数。）本
の信号線Ｓｉｇ１～ＳｉｇＮ、後述する対向電極電圧Ｖｃｏｍを示す信号を伝送する信号
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線ＳｉｇＶｃｏｍと、映像データのフレームレートＦＲＡＭＥを示す信号を伝送する信号
線ＳｉｇＦＲＡＭＥとを介して、パネル基板２０と電気的に接続されている。このような
信号線を介して各信号をパネル基板２０に供給するため、コントロールドライバ１０は、
図２に示すように外部から入力される映像信号の映像データに所定の映像信号処理を施し
て映像データを生成する映像信号処理部１１と、外部から入力される映像信号の表示タイ
ミングを示す信号から映像データのフレームレートを検出するフレームレート検出部１２
と、フレームレート検出部１２で検出したフレームレートに応じてパネル基板２０に伝送
する信号を補正する補正部１３と、補正部１３が補正処理を行うのに参照されるデータを
記憶した補正テーブル１４とを備える。
【００１８】
　映像信号処理部１１は、外部から入力される映像信号の映像データと、この映像データ
に同期した一定周波数の一定周波数ＣＬＫと、１フレームを構成する映像データの表示タ
イミングを示す垂直期間開始信号と、この垂直期間開始信号の基準クロックである垂直系
クロックと、同一フレーム内において走査線上に並んだ映像データの表示タイミングを示
す水平期間開始信号と、この水平期間開始信号の基準クロックである水平系クロックとか
ら、各画素２１３を駆動するための映像データを同時に複数生成して、生成した映像デー
タを信号線Ｓｉｇ１～ＳｉｇＮに出力する。具体的に、映像信号処理部１１は、パネル基
板と接続された合計Ｎ本の信号線Ｓｉｇ１～ＳｉｇＮのうち、後述するフレームレート検
出部１２で検出されたフレームレートに応じて、合計Ｍ（Ｍは、Ｍ≦Ｎを満たす自然数）
本の信号線Ｓｉｇ１～ＳｉｇＭを選択して、選択したＭ本の信号線Ｓｉｇ１～ＳｉｇＭを
介してＭ相の映像データをパネル基板に伝送する。
【００１９】
　また、映像信号処理部１１は、表示パネル２１内に設けられた画素２１３に供給する映
像データの基準電圧信号を示す対向電極電圧Ｖｃｏｍを生成する。そして、映像信号処理
部１１は、生成した対向電極電圧Ｖｃｏｍを補正部１３に供給する。
【００２０】
　フレームレート検出部１２は、上述した一定周期ＣＬＫ、垂直期間開始信号、垂直系ク
ロック、水平期間開始信号、及び水平系クロックが供給され、垂直期間開始信号と一定周
期ＣＬＫとから、例えば図３に示すようにして映像信号のフレームレートを検出する。す
なわち、フレームレート検出部１２は、垂直期間開始信号の１周期に含まれる一定周期Ｃ
ＬＫのクロック数をカウントすることでフレームレートを検出して、この検出したクロッ
ク数をフレームレートを示す情報として、映像信号処理部１１及び補正部１３にそれぞれ
供給する。なお、垂直期間開始信号の１周期に含まれる一定周期ＣＬＫのクロック数は、
フレームレートが高くなるとともに多くなる。
【００２１】
　補正部１３は、フレームレート検出部１２が検出したフレームレートに応じて、対向電
極電圧値Ｖｃｏｍを補正するＶｃｏｍ補正部１３１と、ガンマ値を補正するように映像デ
ータを補正するガンマ補正部１３２とを備える。
【００２２】
　Ｖｃｏｍ補正部１３１は、フレームレート検出部１２が検出したフレームレート、すな
わち一定周波数ＣＬＫのカウント数に応じて、補正テーブル１４から、映像信号処理部１
１から供給される対向電極電圧値Ｖｃｏｍを補正するための係数を参照して、この係数と
映像信号処理部１１から供給される対向電極電圧値Ｖｃｏｍとを乗算して補正する。
【００２３】
　例えば、補正テーブル１４には、図４（Ａ）に示すように、値が１から４までのカウン
ト数に応じたＶｃｏｍ補正係数として０．９が設定されており、値が５から８までのカウ
ント数に応じたＶｃｏｍ補正係数の基準値として１が設定されており、値が９以上のカウ
ント数に応じたＶｃｏｍ補正係数として１．１が設定されている。このような補正テーブ
ル１４で設定されているＶｃｏｍ補正係数を参照することで、Ｖｃｏｍ補正部１３１は、
カウント数が大きくなる、すなわちフレームレートが高くなるのに伴って、対向電極電圧
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値Ｖｃｏｍの値を高くするように補正する。
【００２４】
　そして、Ｖｃｏｍ補正部１３１は、補正した対向電極電圧値Ｖｃｏｍを信号線ＳｉｇＶ
ｃｏｍを介してパネル基板２０に供給する。
【００２５】
　このような補正処理を行う主な理由は次のとおりである。すなわち、パネル基板２０で
は、液晶パネルの基板間を直流駆動すると液晶基板が劣化するのでこのような劣化を防止
するため、コントロールドライバ１０から供給される対向電極電圧値Ｖｃｏｍを基準とし
て、フレーム毎に極性を反転させた映像データを画素２１３に書き込むように駆動してい
る。ここで、同じ値の映像データを画素２１３に供給する場合、理想的には対向電極電圧
値Ｖｃｏｍを正極側と負極側との中間点に設定される。しかしながら、対向電極電圧値Ｖ
ｃｏｍは、通常、基板の特性の違いなどによって、正極側又は負極側へ中間点からずれた
値を用いている。また、フレームレートが異なると、これに応じて映像データを供給する
時間が異なり入力信号に対する過渡特性も変わってくるため、Ｖｃｏｍ補正部１３１では
、パネル基板２０で正極側及び負極側両方の駆動時において同様の映像データを画素２１
３に供給するため、上述した具体例のようにフレームレートが高くなるのに伴って対向電
極電圧値Ｖｃｏｍを高くして、フレームレートに応じて対向電極電圧値Ｖｃｏｍを補正す
る。
【００２６】
　このようにして、Ｖｃｏｍ補正部１３１は、フレームレートに応じて補正テーブル１４
を参照することによって対向電極電圧値Ｖｃｏｍを補正することで、極性に依存すること
なく適切な映像データを各画素２１３に書き込むことができる。
【００２７】
　ガンマ補正部１３２は、フレームレート検出部１２が検出したフレームレートに応じて
補正テーブル１４から、映像信号処理部１１で生成される映像データの映像が示すガンマ
値を補正する。映像信号処理部１１では、ガンマ補正部１３２から供給されるガンマ値の
補正データを用いて映像データを補正する。
【００２８】
　例えば、補正テーブル１４には、図４（Ａ）に示すように、値が１から４までのカウン
ト数に対応付けられた補正ガンマ値としてγテーブル１４１が設定されており、値が５か
ら８までのカウント数に対応付けられた補正ガンマ値としてγテーブル１４２が設定され
ており、値が９以上のカウント数に対応付けられた補正ガンマ値としてγテーブル１４３
が設定されている。
【００２９】
　ガンマ補正部１３２は、図４（Ｂ）に示すように、γテーブル１４１、γテーブル１４
２、γテーブル１４３を読み出していずれかのγテーブルが示すガンマ値を選択するセレ
クタ１３２ａを備えている。このセレクタ１３２ａは、フレームレート検出部１２から供
給されるカウント数に対応付けられたγテーブルを補正テーブル１４から選択して読み出
して、読み出したγテーブルが示すガンマ値を映像信号処理部１１に供給する。
【００３０】
　このようなガンマ値の補正処理を行う理由としては次のとおりである。すなわち、映像
データを各画素２１３に供給するパネル基板２０では、フレームレートに応じて映像デー
タの書込時間が異なるので、フレームレートによって画素２１３が保持する電圧値にバラ
ツキが生じて結果として映像の平均輝度レベルにバラツキが生じてしまう。このようなフ
レームレートの違いによる映像の平均輝度レベルのバラツキを補正するため、ガンマ補正
部１３２では、フレームレート検出部１２が検出したフレームレートに応じて、映像信号
処理部１１で生成される映像データの輝度レベルの基準を示すガンマ値を補正する。この
ようにして、ガンマ補正部１３２では、表示される映像の平均輝度レベルを適切に補正す
ることができる。
【００３１】
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　次に、上述したコントロールドライバ１０から信号線Ｓｉｇ１～ＳｉｇＮを介して各信
号が供給されるパネル基板２０の構成と動作について説明する。
【００３２】
　すなわち、表示パネル２１は、水平方向Ｈに連続して並んだデータ線２１１と垂直方向
Ｖに連続して並んだゲート線２１２との交差部に接続された複数の画素２１３から構成さ
れる。表示パネル２１は、上述した水平期間開始信号に同期して映像データを供給する水
平方向Ｈに連続して並んだ画素２１３が選択される。そして、このようにして選択された
水平方向Ｈに連続して並んだ画素２１３に対して、表示パネル２１では、データ線ドライ
バ２２からデータ線２１１を介して映像データが供給されることによって、画素２１３に
映像データが書き込まれる。
【００３３】
　データ線ドライバ２２は、コントロールドライバ１０から信号線を介して供給される映
像データ及び対向電極電圧値Ｖｃｏｍに応じてデータ線に供給する映像データに応じた駆
動電圧信号を生成する水平系ドライバ２２１と、表示パネル２１の水平方向Ｈに連続した
並んだ複数のデータ線２１１から、水平系ドライバ２２１で生成した映像データを供給す
るデータ線２１１の選択を行うシフトレジスタ２２２とを備える。
【００３４】
　水平系ドライバ２２１は、コントロールドライバ１０から信号線Ｓｉｇ１～ＳｉｇＭを
介して供給されるＭ相の映像データ及び対向電極電圧値Ｖｃｏｍに応じてＭ相の駆動電圧
信号を生成するのに加えて、後述するように、コントロールドライバ１０と接続されたＮ
本の各信号線Ｓｉｇ１～ＳｉｇＮを切換回路群ＳＷを介してデータ線２１１と接続する接
続部２２３が設けられている。水平系ドライバ２２１では、後述するようにコントロール
ドライバ１０から供給されるフレームレートＦＲＡＭＥに応じて接続部２２３の動作を制
御する。
【００３５】
　シフトレジスタ２２２は、表示パネル２１の水平方向Ｈに連続して並んだデータ線２１
１から合計Ｍ本のデータ線２１１を順次選択して、選択したＭ本のデータ線２１１を介し
て、水平系ドライバ２２１で生成した駆動電圧信号を各画素２１３に供給する。
【００３６】
　以上のような構成からなる液晶型表示デバイス１では、パネル基板２０において、デー
タ線ドライバ２２及びシフトレジスタ２２２が具体的には次のような動作を行うことによ
って、複数のフレームレートに応じて適切に映像データが示す映像を表示するように表示
パネル２１を駆動する。すなわち、パネル基板２０では、複数のフレームレートを切り換
えて表示パネル２１を駆動する。以下では、このような複数のフレームレートとして、フ
レームレートが６０［ｆｐｓ］で表示パネル２１を駆動する駆動方式（以下、６０Ｈｚ駆
動方式という。）、及び、フレームレートが１２０［ｆｐｓ］で表示パネル２１を駆動す
るハイフレームレート駆動方式（以下、ＨＦＲ駆動方式という。）の２つの駆動方式で映
像を表示する駆動を行う具体例について説明する。
【００３７】
　６０Ｈｚ駆動方式では、コントロールドライバ１０がＭの値を４に設定して、合計４本
の信号線Ｓｉｇ１～Ｓｉｇ４を介して４相の映像データをパネル基板２０に供給して、パ
ネル基板２０が同時に水平方向に並んだ１組４個の画素２１３毎に映像信号を書き込む処
理を行うものとする。
【００３８】
　これに対して、ＨＲＦ駆動方式では、コントロールドライバ１０がＭの値を８に設定し
て、合計８本の信号線Ｓｉｇ１～Ｓｉｇ８を介して８相の映像データをパネル基板２０に
供給し、パネル基板２０が同時に水平方向に並んだ１組８個の画素２１３毎に映像データ
を書き込む処理を行うものとする。
【００３９】
　このような２つの駆動方式に対応して表示パネル２１を構成する画素２１３に駆動電圧
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信号を適切に供給するために、コントロールドライバ１０とデータ線ドライバ２２との間
には、合計８本の信号線Ｓｉｇ１～Ｓｉｇ８を介して電気的に接続されている。
【００４０】
　また、水平系ドライバ２２１には、図５に示すような接続部２２３が設けられている。
【００４１】
　すなわち、接続部２２３には、コントロールドライバ１０と接続された各信号線Ｓｉｇ
１～Ｓｉｇ８を分岐させ、分岐させた各信号線Ｓｉｇｘ（ｘは１から８までの整数。）に
２つの切換回路ＳＷｘ１、ＳＷｘ２を接続させた切換回路群ＳＷが設けられている。そし
て、接続部２２３では、各信号線Ｓｉｇｘ毎に１組２個の切換回路ＳＷｘ１、ＳＷｘ２に
よって分岐された各信号線を、バスＢＵＳを介してシフトレジスタ２２２に接続されたデ
ータ線２１１のうちＮ本すなわち８本置きに選択したデータ線２１１とそれぞれ接続して
いる。
【００４２】
　次に６０Ｈｚ駆動方式で駆動するときの水平系ドライバ２２１及びシフトレジスタ２２
２の動作について図６を参照して説明する。
【００４３】
　水平系ドライバ２２１は、接続部２２３を次のように制御することで、コントロールド
ライバ１０から供給される４相の映像データを、シフトレジスタ２２２に接続されたデー
タ線２１１に供給する。すなわち、水平系ドライバ２２１は、接続部２２３の切換回路群
ＳＷのうち、４相の映像データがコントロールドライバ１０から供給される４本の各信号
線Ｓｉｇｙ（ｙは１から４までの整数。）に接続された１組２個の切換回路ＳＷｙ１、Ｓ
Ｗｙ２の両方を電気的に接続して、映像データが供給されない信号線Ｓｉｇｚ（ｚは５か
ら８までの整数。）に接続された切換回路ＳＷｚ１、ＳＷｚ２を電気的に接続しないよう
にする。すなわち、水平系ドライバ２２１は、コントロールドライバ１０から供給される
各相の映像データを、シフトレジスタ２２２に接続されたデータ線２１１から４本置きに
選択したデータ線２１１に供給するように切換回路を接続する。
【００４４】
　そして、シフトレジスタ２２２は、図６に示すように、１組４個の切換スイッチ群２２
２ａ１、２２２ａ２、２２２ａ３、２２２ａ４を順次接続することによって表示パネル２
１の水平方向に連続して並んだデータ線２１１から合計４本のデータ線２１１を順次選択
して、選択した４本のデータ線２１１を介して、水平系ドライバ２２１で生成した駆動電
圧信号を各画素２１３に供給する。ここで、水平系ドライバ２２１から同じ映像データに
応じた駆動電圧信号が水平方向に４本置きに並んだデータ線２１１に供給されるので、シ
フトレジスタ２２２は、駆動電圧信号の生成タイミングに同期して、選択するデータ線２
１１を切り換える。
【００４５】
　次にＨＦＲ駆動方式で駆動するときの水平系ドライバ２２１及びシフトレジスタ２２２
の動作について図６を参照して説明する。
【００４６】
　水平系ドライバ２２１は、接続部２２３を次のように制御することで、コントロールド
ライバ１０から供給される８相の映像データを、シフトレジスタ２２２に接続されたデー
タ線に供給する。すなわち、水平系ドライバ２２１は、接続部２２３の切換回路群ＳＷに
おいて、８相の映像データがコントロールドライバ１０から供給される８本の信号線Ｓｉ
ｇｘに接続された１組２個の切換回路ＳＷｘ、ＳＷｘ２のうち、一方の切換回路ＳＷｘ１
のみを電気的に接続する。すなわち、水平系ドライバ２２１は、コントロールドライバ１
０から供給される各相の映像データを、シフトレジスタ２２２に接続されたデータ線２１
１から８本置きに選択したデータ線２１１に供給するように切換回路群ＳＷを電気的に接
続する。
【００４７】
　そして、シフトレジスタ２２２は、図７に示すように、１組８個の切換スイッチ２２２
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ｂ１、２２２ｂ２を順次接続することによって表示パネル２１の水平方向Ｈに連続して並
んだデータ線２１１から合計８本のデータ線２１１を順次選択して、選択した８本のデー
タ線２１１を介して、水平系ドライバ２２１で生成した駆動電圧信号を各画素２１３に供
給する。
【００４８】
　以上のようにして、パネル基板２０では、水平系ドライバ２２１が、映像のフレームレ
ートに応じて接続部２２３の切換回路群ＳＷを制御して映像データが伝送されてくるＭ本
の信号線Ｓｉｇ１～ＳｉｇＭをシフトレジスタ２２２と接続された複数のデータ線２１１
と接続し、シフトレジスタ２２２が表示パネル２１の水平方向Ｈに連続して並んだＭ本の
データ線２１１を順次選択して、選択したＭ本のデータ線２１１に接続された各画素２１
３に、コントロールドライバ１０からＭ本の信号線Ｓｉｇ１～ＳｉｇＭを介して伝送され
てくる各映像データを供給するので、上述したように２つのフレームレートに対応して表
示パネル２１を駆動することができる。
【００４９】
　ここで、接続部２２３の切換回路群ＳＷのうち、ＨＦＲ駆動方式の時のみ使用される信
号線Ｓｉｇｙに接続される切換回路ＳＷｙ１、ＳＷｙ２は、１組２個必要ではなく１個の
み設けられている状態でも信号線Ｓｉｇから供給された８相の映像データをシフトレジス
タ２２２に接続されたデータ線に供給することができる。しかしながら、２つの駆動方式
で共に使用される各信号線Ｓｉｇｙに１組２個の切換回路ＳＷｙ１、ＳＷｙ２を設け、Ｈ
ＦＲ駆動方式のみ使用される各信号線Ｓｉｇｚに１個の切換回路ＳＷｚ１を設けるような
構成の切換回路群ＳＷでは、切換回路の個数の違いから寄生容量にバラツキが生じてしま
う。したがって、接続部２２３では、全ての信号線に対して同様の個数の切換回路を接続
するようにした切換回路群ＳＷを設けることで、上述した寄生容量のバラツキを抑えてシ
フトレジスタ２２２に接続された各データ線２１１へ適切な映像データを供給することが
できる。
【００５０】
　また、上述した具体例では、２つのフレームレートを切り換えるような構成からなる液
晶型表示デバイス１について説明したが、合計Ｋ（ＫはＫ≦Ｎを満たす自然数）種類のフ
レームレートを切り換えるような構成とするようにしても良く、この場合には、次のよう
な構成からなる接続部２２３によって実現される。
【００５１】
　すなわち、接続部２２３は、コントロールドライバ１０と接続された各信号線を合計Ｋ
本に分岐させて、分岐させた各信号線を切換回路を介してシフトレジスタ２２２に接続さ
れ水平方向にＮ本置きに並んだデータ線と接続して、コントロールドライバ１０と接続さ
れた各信号線から供給される映像データを水平方向にＮ／Ｋ本置きに並んだデータ線に供
給する。そして、このような構成からなる接続部２２３に対応して、水平系ドライバ２２
１は、映像のフレームレートに応じて、Ｎ／Ｍ＝Ｌ（Ｌは自然数）を満たすＭ本の信号線
から伝送されてくる映像データに対して、接続部２２３が各信号線毎に接続されたＫ個の
切換回路のうちＬ個の切換回路のみを電気的に接続する。そして、シフトレジスタ２２２
は、表示パネルの水平方向に連続して並んだＭ本のデータ線２１１を順次選択して、選択
したＭ本のデータ線２１１に接続された各画素２１３に、Ｍ本の信号線を介して伝送され
てくる映像データを供給する。
【００５２】
　このようにデータ線ドライバ２２を構成することで、液晶型表示デバイス１では、レー
トが遅いものから１番目～Ｋ番目のフレームレートのうち、任意に選択したＬ番目のフレ
ームレートに応じて表示パネル２１を駆動することができる。
【００５３】
　このようにして、液晶型表示デバイス１では、複数のフレームレートに対応して表示パ
ネル２１を駆動することができるので、様々なフレームレートに対する需要に迅速に対応
してパネルを従来に比べてより容易に開発することができる。
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【００５４】
　なお、以上では、液晶型表示デバイス１を用いて本発明を適用した表示装置について説
明したが、液晶型表示パネルに限定されるものではなく、例えば少なくとも片側の基板が
透明である２枚の電極を配した基板を対向させるとともに、この対向させた基板間に有機
物を挟持して、挟持した有機物に駆動電圧を印加することで発光させる有機ＥＬパネルに
も適用するようにしても良い。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明が適用された液晶型表示デバイスの全体構成を示す図である。
【図２】コントロールドライバが備える各処理部の構成を示すブロック図である。
【図３】フレームレート検出部におけるフレームレートの検出処理を説明するために供す
る図である。
【図４】図４（Ａ）は、補正テーブルに設定されているＶｃｏｍ補正係数及びγ補正テー
ブルについて説明するために供する図であり、図４（Ｂ）は、ガンマ補正処理部の具体的
な構成を示すブロック図である。
【図５】水平系ドライバに設けられた接続部の構成を模式的に示す回路図である。
【図６】６０Ｈｚ駆動方式で駆動するときの水平系ドライバ及びシフトレジスタの動作を
説明するために供する図である。
【図７】ＨＦＲ駆動方式で駆動するときの水平系ドライバ及びシフトレジスタの動作を説
明するために供する図である。
【符号の説明】
【００５６】
　１　液晶型表示デバイス、１０　コントロールドライバ、１１　映像信号処理部、１２
　フレームレート検出部、１３　補正部、１３１　Ｖｃｏｍ補正部、１３２　ガンマ補正
部、１４　補正テーブル、２０　パネル基板、２１　表示パネル、２１１　データ線、２
１２　ゲート線、２１３　画素、２２　データ線ドライバ、２２１　水平系ドライバ、２
２２　シフトレジスタ、２２３　接続部
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